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議 題 1
保 険 料 率
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議 題 1
保 険 料 率



（運営委員会（令和６年１２月２日）における令和７年度保険料率に関する運営委員の主な意見（抜粋）
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議 題 1 保 険 料 率

○ 中小企業は原材料、エネルギー価格の高騰に加え、人材確保の競争が激しくなる中、身を削った賃上げを強いられている。社会保険料の負担に
よって大変厳しい状況であり、事業者からは社会保険料の負担を減らしてほしいとの切実な声をよく聞いている。それに対し、協会の令和5年度決
算における収入超過分は約4600億円となっており、準備金も5.2兆円を突破している状況を踏まえ、2点要望がある。国庫補助率の引き上げと
国庫特例減額措置の撤廃を国に強く要望してほしい。もう1点は、保険料率の引き下げの検討をお願いする。

○ 医療保険制度を安定的に運営していくことが加入者の安心につながると考えている。準備金の話もあったが、中長期的に財政を安定させるために
使うのが有効であると考えるため、保険料率は10％維持する方向で検討するのが望ましい。

○ 支部評議会の意見でも「保険料率が下がるとうれしいが、上がるほうに抵抗感がある。」との意見があった。安定的な財政のもとに安定的な保険料
率でやっていくのが被保険者としての考えであるため、できるだけ安定的な保険料率で運営することが重要であると感じた。

○ 長期的な予想は難しく、コロナでの短期的な医療費の伸びが変化することは事前に予測できなかった。不確実性が高い中で、予備的に準備金を
積み上げることには合理性があり、多くの支部が10％を維持することに賛成しているのは、安定的に準備金を積み上げることに理解を得られているか
らであると思う。

○ 令和7年度保険料率について、医療の高度化や後期高齢者支援金の増加等の予断を許さない状況を踏まえ、可能な限り保険料率10%を維
持していただくよう要望する。ただ、中小企業の経営者としては、最低賃金の引き上げや物価の高騰、エネルギーの問題等で経営環境を圧迫する
要因がある。10%の水準でいくと事業主への負担も強いることとなるため、引き下げを検討いただきたいのが正直な思いである。

○ 支部評議会の意見について、平均保険料率10％維持が多数であるが、両論併記の支部は昨年度より増えており、個別の意見では支部間の料
率格差の意見や準備金に関する意見もある。それを踏まえて、令和7年度及びそれ以降の保険料率のあるべき水準について議論するためには、準
備金残高について、その性格を明確にする観点から、不測の事態に備えた短期的な給付の急増に備える準備金と中長期的な財政安定化のため
の準備金を区別して表現する必要があると考える。
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○ できる限り長く、現在の平均保険料率10％を超えないように、中長期の視点で財政運営を図るため
のもの

《協会けんぽの今後の財政の見通し（2033年度まで）》

① 協会加入者の平均年齢上昇や医療の高度化等により保険給付費の継続的な増加が見込まれる

（2025年度から2033年度までの）2024年度比増加額の累計の見込み：約 7.3 兆円（※）

② 団塊の世代が後期高齢者になったことにより後期高齢者支援金の短期的な急増が見込まれ、その後も
中長期的に高い負担額で推移することが見込まれる

（2025年度から2033年度までの）2024年度比増加額の累計の見込み：約 2.5 兆円

※）国庫補助額（16.4％）を含む累計額
注）2034年度以降も保険給付費等の増加分は継続的に発生

準備金の役割（イメージ）
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《医療給付費等の１か月分相当》
短期的な資金繰りに充てるための運転資金や、季節性インフルエンザ等の流行による一時的な医療
給付費の増などのリスクに備えるためのもの
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法令で確保することが義務付けられた準備金

中長期の見通しを考える上で、大きな景気変動による保険料収入減少など、非常時・大規模リスクもあり
得ることにも留意が必要

例）・新型コロナウイルス感染症の影響による

保険料収入の減（2020年度保険料収入に係る予算額と決算額の差） ：約0.6兆円

医療給付費の増（2020～2022年度の新型コロナウイルス感染症関連医療給付費） ：約0.4兆円

・リーマンショック（2008年秋）の影響による保険料収入の減(2007年度と2009年度の比較)：約0.3兆円

約

1.0
兆円

約

4.2
兆円

中長期にわたり財政を安定させるための準備金

※ 準備金の役割や規模感を概括的に把握できるように2024年12月時点での大枠を整理したものであり、金額等については確定的なものではない。
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医療給付費実績そのものの上昇下落にかかわらず、令和4年度の医療給付費実績の前年度比が、全国平均と
比べて高ければ（低ければ）、令和6年度の都道府県単位保険料率は、上昇（下落）する傾向にある。
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協会けんぽの都道府県単位保険料率の設定のイメージ

都道府県単位保険料率では、年齢構成の高い県ほど医療費が高く、保険料率が高くなる。また、所得水準の低い
県ほど、同じ医療費でも保険料率が高くなる。このため、都道府県間で次のような年齢調整・所得調整を行う。

全国一本の保険料率
（平成20年9月まで）

都道府県単位保険料率（平成20年10月から）：年齢構成が高く、所得水準の低いA県の例

全
国
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律
の
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都道府県ごとの医療費の水準
にかかわらず保険料率は一律

各都道府県の保
健事業等に要する
保険料分を合算

後期高齢者支援
金など全国一律で
賦課される保険料
分を合算

＋＋

地域差

所得水準を協会の
平均とした場合の
保険料収入額との
差額を調整

所得調整

年齢調整
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医療費との差額を
調整
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年齢調整・所得調整
の結果、都道府県ごと
の保険料率は、医療
費の地域差を反映し
た保険料率となる。

Ａ県

（※）災害等特殊事情についても、適切な調整を行う。
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令和５年度（4月～3月確定値）のデータを用いた実績

【
得
点

】

【
総
得
点

】

５つの評価指標の総得点及び
各評価指標の全国平均との差

指標１．特定健診等の実施率の得点及び
当該評価指標に係る各項目の全国平均との差
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指標２．特定保健指導の実施率の得点及び
当該評価指標に係る各項目の全国平均との差

指標３．特定保健指導対象者の減少率の得点及び
当該評価指標に係る各項目の全国平均との差

令和５年度（4月～3月確定値）のデータを用いた実績
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】
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指標４．医療機関への受診勧奨基準において速やかに受診を要する者の医療機関受診率の得点及び
当該評価指標に係る各項目の全国平均との差

指標５．後発医薬品の使用割合の得点及び
当該評価指標に係る各項目の全国平均との差

令和５年度（4月～3月確定値）のデータを用いた実績
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第6期保険者機能強化アクションプラン（令和6年4月～令和9年3月）
保険者機能強化アクションプランとは、3年を1期として中期的な運営方針を決定し、1年ごとのPDCAサイクルを実施しながら加入者

及び事業主の利益実現のために取組む計画で、達成状況を評価するためのKPIを定めている。令和６年度から第6期がスタートとし、令和7年度
は中間年度となる。

加入者の健康度の向上、医療の質や効率性の向上及び医

療費等の適正化を推進するためには、戦略的保険者機能を一
層発揮することが必要である。
このため、①データ分析に基づく課題抽出、課題解決に向けた

事業企画・実施・検証を行うこと、②分析成果を最大限活かす
ため、支部幹部職員が関係団体と定期的な意見交換等を行う
ことにより「顔の見える地域ネットワーク」を重層的に構築し、当該
ネットワークを活用しながら地域・職域における健康づくり等の取
組や医療保険制度に係る広報・意見発信に取組む。

（２）戦略的保険者機能の一層の発揮

協会は、保険者として健全な財政運営を行うとともに、
協会や医療保険制度に対する信頼の維持・向上を図る
という基本的な役割を果たす必要がある。
基盤的保険者機能の盤石化に向け、業務改革の実
践（標準化・効率化・簡素化の徹底、生産性の向上、
職員の意識改革の促進）による、加入者サービスの向上
や医療費の適正化の促進、DX（デジタルトランスフォー
メーション）の推進・国際化への対応による加入者の利
便性向上を図る。

（１）基盤的保険者機能の盤石化

保険者機能の更なる強化・発揮のため、人

材育成、人事制度の適正運用、システム運用
による業務効率化等を踏まえた人員の最適配
分等を通じて、協会全体の組織基盤の整備・
強化を図るとともに、内部統制・リスク管理を強
化し、協会業務の適正さを確保する。
システムについて、安定稼働を行いつつ、制
度改正等に係る適切な対応や、中長期の業
務を見据えた対応の実現を図る。
「広報基本方針」及び「広報計画」の策定を
通じて、統一的・計画的な協会広報を実施す
る。

（３）保険者機能の強化を支える
組織・運営体制等の整備

事業運営の３つの柱

【主な重点施策】

①健全な財政運営

②業務処理体制の強化と意識改革の徹底

③サービス水準の向上、現金給付等の適正化の推進

④債権管理・回収と返納金債権発生防止の強化

⑤DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進

【主な重点施策】

①データ分析に基づく事業実施

②特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上

③特定保健指導の実施率及び質の向上

④重症化予防対策の推進

⑤コラボヘルスの推進

⑥医療資源の適正使用

⑦地域の医療提供体制等へのデータを活用した意見発信

⑧広報活動や「顔の見える地域ネットワーク」を通じた加入者等の

理解促進

【主な重点施策】

①人事制度の適正な運用、新たな業務のあり方

を踏まえた適正な人員配置

②更なる保険者機能の発揮に向けた人材の

育成

③働き方改革の推進

④内部統制の強化・災害への対応

⑤システム整備

11

議 題 3
支 部 事 業 計 画



12

議 題 3
支 部 事 業 計 画

岡山支部事業計画（案）について（基盤的保険者機能の盤石化）
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岡山支部事業計画（案）について（基盤的保険者機能の盤石化）



14

議 題 3
支 部 事 業 計 画
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岡山支部事業計画（案）について（戦略的保険者機能の一層の発揮）
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岡山支部事業計画（案）について（戦略的保険者機能の一層の発揮）
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岡山支部広報計画（案）について
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岡山支部広報計画（案）について
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